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我々の銀河を含め銀河系はダークマターの殻 (ハロー)に覆われていると予測されてい
る。しかし、それは可視でないために星やガスの運動から間接的に性質を知ることができ
る。そうした指標の一つとして、近年次々と発見されている”恒星流”がある。これは矮
小銀河などの比較的に大きな天体が天の川銀河などのホスト銀河から及ぼされる潮汐力に
よって崩壊し、形作られた構造である。天体によっては全天で観測され、比較的にホスト
銀河の外側を運動しているために見つけやすく、ダークマターハローの性質を決める上で
も非常に重要である。また、ガスと異なり、距離を決めることができるという点において
も重要である。こうした構造は球状星団においても見受けられるが、それらでは引き伸ば
されるだけで全天に渡り、見られるような例は存在しない。しかし、崩壊時に表れる二本
の腕からその球状星団がホスト銀河に対してどこを軌道運動しているのかがわかる。つま
り、恒星流の運動学的な性質を子細に得ることができれば、銀河系の性質、歴史をつまび
らかにすることができる。
理論的な側面では、恒星流に対するホスト銀河の重力場の影響が調べられている。しか
し、恒星流を形成する衛星銀河の運動は約 10Gyrという非常に長い時間スケールを要す
る。従って、この時間スケールでは銀河の構造形成シミュレーションから予想されるよう
にダークハローは頻繁に衝突合体し、ホスト銀河の重力ポテンシャルは決して一定ではな
い。その効果は断熱的な力学進化であるので、恒星流に対して変化は見られないと過去に
報告されているが、本報告書ではどういった場合にどのような影響があるのかを小規模な
計算を用いて調べた。計算の設定は以下の通りである。

• 矮小銀河 (5.0 × 108M¯)から恒星流が生じるとする

• ホスト銀河は剛体と見なし、ダークハローと銀河円盤の質量と大きさが時間変化す
る (以下ではこのことを”時間進化”すると述べる)

その結果を以下にまとめる。

1. 軌道面に対する歳差運動の差異によって視線速度空間の分布が異なる

2. その落とす矮小銀河の軌道傾斜角によらず、離心率により、高いほど視線速度の分
布に差異が生じる



3. 比較的に新しく矮小銀河から剥がれ落ちた恒星流は運動学的な性質が本体に似てい
る。従って大昔の恒星流でないとホスト銀河の進化の影響は見られない

Law, Johnston & Majewski (2005), ApJ, 697, 2015に代表される研究において、Sagit-
tarius恒星流から矮小銀河やホスト銀河の情報を引き出す際には、太陽系から観測した視
線速度が必要とされた。しかし、図 1のように分布が約 100km s−1も異なるようであると
こうした情報は正確に決定することができない。
ゆえにホスト銀河の時間進化の影響は、これから観測される恒星流からホスト銀河や矮小
銀河の情報を得る際に考慮する必要があることを示唆できた。しかし、Sagittarius恒星流
の場合では離心率が高いために、すなわち恒星流が矮小銀河から剥がれ落ちてから経過し
た時間が短いために本研究で示したホスト銀河の時間進化の影響は少なかった。
今後考えなくてはならないことは、以下の点である。

• これから観測される場合で離心率の低い場合が見つかるか

• 本研究ではホスト銀河を剛体として扱っているが、全て粒子と見なしたより現実的
な場合を考える

本報告では、試行の一つを紹介したが、他の場合でも同様の結果が得られている。
以上で本報告を終えたいと思う。
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図 1: 水平面に対して軌道傾斜角が θ = 45◦の地点から矮小銀河を落としたときの結果を示してい
る。ホスト銀河の時間進化がある場合は赤色で、ない場合は青色で示している。左図は方位角方向
の分布、右図は太陽から見たときの視線方向の速度の分布である。


